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皆さん、おはようございます。長かった夏休みが終わり、今日からいよいよ 2 学期が始ま

ります。登校してくる皆さんの姿を見て、こうしてまた元気に顔を合わせられることを、と

ても嬉しく思っています。 

さて、今日はまず、8 月という月についてお話ししたいと思います。8 月は、私たちにと

って特別な意味を持つ月です。8 月 6 日に広島、8 月 9 日に長崎に原爆が投下され、8 月 15

日には終戦の日を迎えました。多くの尊い命が失われ、家族が引き裂かれ、街が焼かれ、戦

争の悲惨さを私たちに深く刻み込んだ月です。戦争は過去の出来事ではありません。今も世

界では、いくつもの場所で戦争や紛争が続いています。子どもたちが学校に通えず、日常の

中で命を落とす現実があります。武力によって自分たちの正義を守ろうとする動きが今も

なお止むことがありません。私は、戦争のニュースを目にするたびに、かけがえのない命が

失われている現実に心が痛みます。 

話が変わりますが、地域の方から学校に次のような苦情がよく寄せられます「バスや電車

の中で、生徒さんがカバンを座席に置いたり、足を大きく広げて他の人が座れない状態にな

ったりしています。また、大声でしゃべったり、スマホを見て騒いだりしています。注意し

たくても、怖くて声がかけられませんでした。」といったものです。 

日常の些細なマナーと戦争という極めて重大な問題を同列に語られることに違和感を覚

えるかもしれませんが、「他人の存在を軽視すること」「自分達さえよければいい」という考

え方は共通しているように私には思えます。人と人との信頼や社会の安全を少しずつ蝕ん

でいくという点では、決して無関係とは言えません。小さな場面でも、もし他者への配慮を

忘れてしまえば迷惑になります。他人にそんな思いを抱かせることが、君たちの身近にあり

ませんか。私はこの声を非難として紹介しているのではありません。皆さんに悪気があった

とは思いませんし、きっと無意識の行動だったのだと思います。でも、だからこそ、私たち

は考えてみる必要があります。「誰かが困っているかもしれない、迷惑かもしれない。」「自

分の行動がまわりに与える影響はないだろうか。」と。そんな視点を持つことが、今の世界

に必要ではないでしょうか。今、世界では「自国ファースト」、つまり「自分の国が一番」

「自分たちが最優先」という考え方が強くなっています。他国との協調を後回しにし、時に

は争いにまで発展してしまう。そうした「奪い合い」の空気が、一部の世界に広がっていま

す。そのような時代にこそ、私たちが大切にしてきた「譲り合い」「助け合い」「思いやり」

の精神は、今こそ世界に必要とされているのではないでしょうか。少なくとも、私たちはそ

うありたいと思いませんか？ 

東日本大震災のとき、避難所で列を乱さず、物を奪い合わず、静かに水や食料を分け合う

姿が世界中で報道されたとき「信じられない」「まるで奇跡のようだ」と、多くの国の人々

が驚きと尊敬の声をあげました。日本では当たり前の光景が世界では当たり前ではないよ

うです。なぜ、私たちはそんな行動ができるのでしょうか。それは、「相手のことを考える

力」「譲ることができる心」が、私たちの中に育まれてきたからです。命令されなくても、

自然とそういう行動できる人がたくさんいるからです。このことは、新型コロナウイルスが

流行したときにも、よく表れていました。思い出してみてください。日本では、法律によっ

て強制的なロックダウンは行われませんでした。それでも、私たちは「三密を避ける」「マ

スクをつける」「手洗い、うがいをする」といった、ひとりひとりの行動で、感染拡大を防

ごうとしました。世界には、外出をすれば罰金を科されたり、軍が出動して拘束されるよう

な国もありました。けれども、日本では、誰かに命令されたからではなく、「誰かのために
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自分ができることをしよう」という思いで、社会全体が協力し、支え合いながら困難を乗り

越えようとしました。この「協力」の文化こそが、日本社会の根底にある価値観であり、世

界から信頼されている理由のひとつです。 

実際、世界から日本はどのように評価されているかというと、電車やバスの到着時間が正

確であるように、世界一時間を守る国と言われています。エレベーターで他人の出入りを自

然に気にとめて譲り合うのも日本だけです。とても親切な国と言われています。そして何よ

りも、外国人が日本に来て一番驚くのは「美しい国」だということです。たとえば、日本を

訪れた外国の方々が驚くことのひとつに、「ゴミが落ちていない」「トイレがとても清潔」と

いうことがあります。実際に、ある国際的な調査では、日本は「世界一清潔な国」と評価さ

れることもあります。自分たちの教室を自分たちで掃除するのも日本だけです。他国でも日

本を手本に、一定期間だけ生徒が掃除を行う例はありますが、日本以外は学校の清掃は業者

に任せています。けれども日本では、自分たちが使う場所を自分たちできれいにすることが

「当たり前」の文化として育まれています。小学校や中学校の頃、遠足などの校外活動の際

に「来たときよりも美しくして帰ろう」と言われたことがあると思います。そうした心がけ

が、私たちに自然と根づいています。 

さて、バスの中でカバンを膝に置くこと、足を揃えて他の人が座れるようにすることは、

ただの「作法」ではなく、「誰かのためにできることをする」という意識の表れです。バス

の中での騒ぎ声が他人を不快にしていないか、そういった気遣いや行動は、まわりへの配慮

であり、日本の安全・安心を生み出しています。 

こうした日本の文化を支える基礎となっている考え方があります。「時を守り、場を清め、

礼を尽くす」という言葉です。これは、古くから私たちが大切にしてきた、日常生活の基本

的なあり方です。時間を守ることは、単なるルールではなく、相手の大切な時間を尊重する

という思いやりの表現です。場を清めること、掃除をするという行為には、場所だけでなく、

自分の心を整えるという意味があります。そして、礼を尽くすとは、誰かに頭を下げるとい

うことではなく、感謝や尊重の気持ちを持って人と関わろうとする姿勢そのものです。皆さ

んはどうでしょうか。時間を守れているでしょうか？遅刻を当たり前にしていませんか？

掃除の時間を“やっているふり”で過ごしていませんか？誰かが見ているからではなく、自分

が大切にしたいと思うことに、正直に向き合っていますか。なりたい自分に近づいてますか。 

もしそうでないなら少しずつでいい、自分の考えや行動に気づき、直そうとすること。そ

の意志こそが、皆さんを信頼される人へと育てていくのだと思います。誰もが「自分が、自

分が」と主張し合えば、社会は息苦しくなります。でも、一歩引いて「どうぞ」と譲り合え

る社会は、あたたかく、そして本当の意味で安全・安心できる社会です。 

「今、自分の行動は誰かを押しのけていないか。少しでも譲れる余地はないか。」そう問

いかけてみてください。そして、気づいたときには、行動に移してみてください。そうした

小さな思いやりの積み重ねが、戦争のない社会を支える大きな力になっていくと、私は信じ

ています。2 学期には、文化祭やクラスマッチなど、さまざまな行事があります。そのすべ

ての場面で、「相手のことを考える姿勢」「自分だけでなく、まわりの人とともに進む力」を、

ぜひ大切にしてほしいと思います。皆さん一人ひとりの優しさが、この学校を、そしてこの

国をより良い未来へと導いていくことを祈念し、2 学期始業式の式辞といたします。 


